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 教育活動報告  
選択教科 
 
 
  選択教科部会   
 
Ⅰ 選択教科について 
現行学習指導要領の教育課程において，選択授業は
標準授業時数の枠外の位置づけである。一方，特色あ
る学校の具体的な取り組みの1つにこの選択授業があ
げられる。本校では全教科授業展開が可能であり，理
想的な選択授業ができる環境にある。また，学部の先
生方の授業や学部との連携研究も可能なことも本校
の特色の1つとしてあげられる。これらの理由により，
2年生及び3年生で各1時間ずつ実施することとした。
そこで，｢21世紀型能力｣に関連づけ，キーワードを「探
究」とした。教科の学習を深める講座を設定し，授業
者が意識的に授業の中で交流場面を設定することで，下
記に引用したような，次期学習指導要領にもある主体的
・対話的で深い学びを具現化するよう努めた。 
 
学校の教育活動を進めるに当たっては，各学校   
において，第3の1に示す主体的・対話的で深い学
びの実現に向けた授業改善を通して，創意工夫を
生かした特色ある教育活動を展開する中で，次の
(1)から(3)までに掲げる内容の実現を図り，生徒に
生きる力を育むことを目指すものとする。 
 (1) 基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習
得させ，これらを活用して課題を解決するために
必要な思考力，判断力，表現力等を育むとともに，
主体的に学習に取り組む態度を養い，個性を生か
し多様な人々との協働を促す教育の充実に努める
こと。 
（文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年告   
示）』より，下線部筆者） 
 
Ⅱ 今年度の取り組み 
１．講座開設数について 
 2年生は，前期・後期ともに社会科で2講座，国語
科，数学科，理科，音楽科，美術科，保健体育科，技
術分野，家庭分野，英語科で各1講座の合計11講座が
開設された。3年生は，前期・後期ともに国語科，社
会科，数学科でそれぞれ2講座，理科，音楽科，美術
科，保健体育科，技術分野，家庭分野，英語科で各1
講座の合計13講座が開設された。 
 
２．２年開設講座と受講者数 
開設講座は表1,2の通りである。1講座につき15人～
18人を定員の目安とした。 
 
表1 2年前期選択講座 
 
  
表2 2年後期選択講座 
 
 
３．３年開設講座と受講者数 
開設講座は次頁の表3,4の通りである。1講座につき
12人～14人を定員の目安とした。 
No. 教科等 講座名
1 国語 附中読書マラソン
2 社会 法と共に生きる！
3 社会 探究！日本の都道府県
4 数学
数学の追究
～問題を深く掘り下げた先には何がある？～
5 理科 Life and Science
6 音楽 合唱
7 美術 身の周りの物　de Art しよう。
8 保健体育 バドミントン
9 技術  ロボットコンテスト
10 家庭 家庭総合
11 英語  Let's introduce Japanese culture!
No. 教科等 講座名
1 国語 俳句でハイク
2 社会 千葉附版！『広告小学校』
3 社会 附中総選挙
4 数学
数学の追究
～問題を深く掘り下げた先には何がある？～
5 理科 ”思考する理科”
6 音楽 クラシックギター
7 美術
伝統的な所作、編む・織る・組む
&新素材で表現
8 保健体育 バレーボール
9 技術 缶つぶし器の制作
10 家庭 挑戦！料理検定！
11 英語 目指せ！英語力アップ
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表3 3年前期選択講座 
 
 
表4 3年後期選択講座 
 
 
４．前期最終回に実施したアンケート結果から 
前期の最終回に，受講生徒全員を対象に5点尺度法
による質問紙調査を実施した。質問項目は昨年度まで
と同様，以下の4つとした。 
質問1：授業に意欲的に参加することができたと思
いますか。 
質問2：附属中学校の選択講座は，教科の学習を
深める「探究」をキーワードにしています。あな
たは，「探究」することができたと思いますか。 
質問3：「探究」していく中で，自分の考えを発信
したり，相手の意見を聞いたりということが十分にで
き，それが生かされた学びになったと思いますか。 
質問4：この講座を受講してよかったと思いますか。 
結果は次の図1，2の通りである。 
 
図1 2年生の結果   図2 3年生の結果 
  
 
 
どの項目も概ね好結果と言え，特に2年生の質問3や
4では昨年度と比べて肯定的回答の割合の大きな上昇
が見られた。一方で3年生の回答はわずかながらいず
れの質問でも肯定的回答の割合が昨年度を下回って
いる。ただし，同学年である平成29年度の2年生の結
果と比較すればすべての質問で肯定的な回答が増え
ている。「探究」というねらいに即し，かつ生徒の興
味・関心にあった講座開設ができていると言えよう。 
 
Ⅲ 今後の展望 
今年度も例年と同様，千葉大学教育学部教員や研究
室大学院生と本校教員が連携し，学期を通して授業を
担当した講座があった。これらは中学校の教育課程の
中では，なかなか実現できることではなく，生徒や関
係した本校教員にとっても貴重な経験となっている。
今後も継続していきたい。 
また，指導要領改訂にあわせて教育課程全体を見直
す流れの中，選択教科の在り方について，今後も検討
を重ね改善していきたいと考える。 
No. 教科等 講座名
1 国語 美しき日本語
2 国語 書体の種類を知り、毛筆で書いてみよう！
3 社会 社会と共に生きる企業
4 社会 ロールプレイングゲームで旅する世界史
5 数学 身の回りのモノゴトを数学で読み解くと！？
6 数学 問題を発展させる探求的ワクワク数学
7 理科
科学が好きな人の科学が好きな人による
科学が好きな人のための科学実験
8 音楽 合唱
9 美術 身の周りの物　de Art しよう。
10 保健体育 アルティメット
11 技術 バイク（自動二輪車）を学ぼう
12 家庭 時短料理開発！
13 英語
Let's introduce Japanese
culture and history!
No. 教科等 講座名
1 国語
三国志好きの三国志好きによる
三国志好きのための三国志講座
2 国語 身近な手書き筆文字を探して鑑賞しよう
3 社会 株取引をしよう！
4 社会 古今東西問題解決ツアー！
5 数学 身の回りのモノゴトを数学で読み解くと！？
6 数学
数学を探究する
～問題を解いた後，あなたは何をする？～
7 理科
学び方の工夫
～楽しく理科を学ぶ方法を探る～
8 音楽 クラシックギター
9 美術 身の周りのモノ　de Art
10 保健体育 アダプテッド・スポーツに挑戦
11 技術
木材ってすごい！！
（伝統的な木材利用の学習）
12 家庭 時短！創作料理！
13 英語 目指せ！英語力アップ
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